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い.

田
島
鋼
治
先
生
を
憤
ふ

小

島

昌

太

郎

今
で
も
~そ
の
と
き
の
こ
と
を
,･
は
つ
-

警

て
居
る
が
､

市
芙

賢

等
商
董

校
の
三
年
生
で
あ
っ
志

は
,
京
都
大

単
か
ら
薯

に
見
え
て
居
た
田
島
博
士
が
,
そ
の
日
の
財
墓

の
霊

長

へ
'
蹄
品

誓

詞
へ
て
,
教
皇

か
ら
望

漉

ら
れ
る
の
を
雫

に
待
ち
讐

て
､
自
分
の
希
警

讐

た
の

で
雪

た
.
そ
れ
は
､
苧

同
校
塞

挙

る
警

し
て
､
他

の
同
窓
生
の
や
う
に
'
早
速
､
銀
行
曾
誓

ど
に
耽
苧

る
こ

と
は
気
が
讐

す
､
自
分
の
菓
警

以
て
し
て
は
,
筈

に
出



る
に
甚
だ
心
細
く
感
中
る
が
た
め
、
幸
ひ
京
都
大
事
の
法
科
大

撃
に
は
選
科
生
な
る
制
度
が
あ
る
に
よ
り
、
そ
れ
に
入
撃
し
て
、

も
っ
と
勉
強
し
た
く
、
そ
れ
に
は
如
何
な
る
手
績
を
と
れ
ば
よ

ろ
し
い
か
、

と
い
ふ
と
と
を
た
事
ね
し
た
の
で
あ
っ
た
。

田
島
先
生
に
と
っ
て
は
、

と
れ
は
甚
だ
意
外
の
質
問
で
あ
っ

た
ゃ
う
で
あ
る
が
、
併
し
、
私
の
希
望
に
は
多
大
の
好
意
を
寄

せ
ら
れ

一
一
際
取
調
ぺ
の
上
、
返
事
ど
し
て
や
ら
う
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

私
以
、

2
の
#
刊
日
一
壮
、
京
都
大
脇
小
川
身
で
私
共
に
法
品
川
池
山
九
州

や
経
済
の
各
論
の
講
義
を
し
て
居
ら
れ
た
同
校
教
授
の
伊
藤
田
真

雄
先
生
|
|
今
の
紳
戸
高
等
商
業
事
校
長
ー
ー
に
も
述
べ
た
か

ら
、
そ
れ
は
、
嘗
時
の
校
長
加
藤
彰
嫌
先
生
に
も
停
は
っ
た
の
で

あ
る
が
、
京
都
大
串
の
方
で
も
、
向
島
先
生
か
ら
、
首
時
の
墜

長
井
上
密
先
生
や
岡
田
良
一
件
綿
長
な
ど
に
話
を
せ
ら
れ
、
高
商

を
卒
業
す
る
も
の
の
中
に
左
様
な
希
望
を
も
つ
も
の
が
あ
る
な

ら
ば
、
選
科
生
と
し
て
で
は
泣
く
、
入
事
試
験
の
上
、
高
等
感
T

校
卒
業
生
と
同
等
の
取
扱
ひ
を
以
て
、
本
科
に
入
惑
を
許
可
し

て
も
よ
ろ
し
い
と
い
ふ
乙
と
に
な
り
、
法
科
大
撃
か
ら
、
大
阪

温

憶

京L

高
商
宛
に
希
望
者
の
数
な
ど
を
問
合
せ
て
来
ら
れ
る
乙
と
L
な

っ
た
。
私
の
小
さ
き
希
望
が
、
回
島
先
生
の
好
意
あ
る
取
扱
ひ

に
よ
っ
て
、
少
し
大
け
さ
に
議
展
し
た
課
で
あ
る
。

法
科
大
撃
か
ら
は
、
他
の
高
商
や
外
圏
諸
曲
学
校
友

E
に
も
、

希
望
者
を
間
合
さ
れ
た
。
大
阪
高
商
で
は
最
初
二
十
人
程
の
希

望
者
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
卒
業
の
四
月
か
ら
、
入
壊
試
験
の

七
月
ま
で
に
、
色
々
た
事
情
で
減
少
し
て
‘
結
局
、
受
験
し
た

も
の
は
コ
一
人
で
あ
っ
た
。
大
阪
高
商
以
外
か
ら
は
、
た
Y
東
京

外
訴
か
ら
と
れ
も
ご
人
の
希
望
者
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
'
る
o

モ

れ
は
、
他
の
豪
校
に
と
っ
て
は
、
生
徒
の
卒
業
後
の
方
針
も
、

時
ぼ
、
決
定
し
て
居
っ
た
際
K
、
足
許
か
ら
鳥
が
立
つ
や
う
に

話
が
持
ち
込
ま
れ
た
形
で
あ
っ
た
か
ら
、
希
望
者
が
纏
ら
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

か
く
て
、
大
阪
高
商
か
ら
は
、
.
阪
紳
電
鎮
の
現
専
務
、
今
回

興
三
郎
君
と
私
と
の
二
人
が
、
本
科
生
と
し
て
入
壊
を
許
可
せ

乙
れ
が
、
京
都
の
法
科
大
撃
に
於
け
る
謂
は
ゆ
る
傍

ら
れ
た
。

系
入
撃
の
最
初
で
あ
っ
て
、
全
く
、
田
島
先
生
の
御
厚
情
の
賜

で
あ
る
。
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丈

こ
の
岡
島
先
生
の
御
家
力
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
所
の
傍
系

入
山
晶
子
は
、
そ
の
後
甚
だ
盛
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
私
共
の
最
初

の
時
代
に
は
、
試
験
の
上
、
初
め
か
ら
本
科
に
入
撃
す
る
制
度

で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
比
較
的
容
易
に
選
科
に
入
事
す
る
制
度

が
設
け
ら
れ
、
無
試
験
制
度
な
E
も
出
来
る
と
と
L
な
っ
た
が

た
め
に
、
却
っ
て
、
高
等
感
校
卒
業
生
の
晴
加
と
共
に
、
途
に

今
日
で
は
廃
止
せ
ら
れ
る
と
と
L
た
り
決
。

ーー

明
治
四
十
一
年
九
月
九
新
入
事
生
と
し
て
入
治
し
た
私
は
、

平
慈
、
先
生
の
お
宅
へ
御
聴
に
伺
っ
た
。
常
時
の
沿
宅
は
、
吉

間
山
の
西
麓
、
一
脚
紫
坂
の
北
の
方
に
あ
売
る
所
に
あ
っ
た
新
築

の
由
来
で
あ
っ
た
。
玄
閥
ま
で
出
て
下
さ
っ
た
先
生
の
後
に
、
久

留
米
緋
か
何
か
の
浦
時
々
し
い
姿
に
、
ゐ
も
ち
ゃ
の
サ
l
ペ
ル
を

下
げ
て
、
刀
身
を
勇
ま
し
く
抜
き
放
っ
て
飛
び
出
し
て
来
ら
れ

た
坊
ち
ゃ
ん
が
あ
っ
た
。
そ
の
方
は
、

と
の
度
の
御
葬
式
に
、

進
々
、
鋪
州
か
ら
馳
せ
蹄
ら
れ
た
、
普
君
で
あ
る
。
私
は
、
過

目
、
治
宅
で
普
君
に
h
d

目
に
か
L

っ
た
と
き
、

ふ
と
、

と
の
こ

と
を
思
ひ
起
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
十
九
巻

:JL 

第

盟Z

一
二
八

大
阪
高
商
で
財
政
事
の
講
義
を
聞
い
た
私
は
、
法
科
大
撃
で

は
、
経
済
原
論
の
講
義
を
聞
い
た
。
首
時
の
原
論
は
一
週
六
時

問
で
あ
っ
た
と
忠
ふ
か
ら
、
以
前
よ
り
は
、
ョ
リ
頻
繁
に
先
生

の
警
咳
に
接
す
る
機
曾
を
得
た
。
底
冷
諮
諺
を
交
〈
た
熱
の
舗

っ
た
講
義
は
、
今
も
ヰ
底
に
あ
る
。
限
界
放
周
波
の
説
明
に
、

摘
の
話
の
山
川
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

-
d
)
5
l
h

、
;
f
:
fト
1
J
L
〉
ー
ー
コ
〆
'
ト
L
r
t
h
I
R

ブ
Y
M

イ
一
4
r
t

司
』
月
初
出
泊
h
y
w吋
j
r札
L
f
M
M
川
由
一
寸
J
V
E

代

営
り
、
御
挨
拶
に
参
っ
た
と
き
、
先
生
は
、
攻
の
詩
を
奥
へ
ら

れ
た
。4

4

抗
君
舞
此
小
東
減

米
水
敵
山
任
所
行

巴
里
之
花
華
府
月

能
教
騒
客
緩
儲
程

私
は
、
詩
実
に
認
め
ら
れ
た
こ
れ
を
、
カ
バ
ン
に
牧
め
て
、

出
護
し
た
。

翌
年
の
夏
、
私
が
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
て
居
っ
た
ん
」
き
、
先

生
は
第
三
同
の
外
遊
と
し
て
同
地
へ
来
ら
れ
た
。
初
め
は
、
グ

イ
ク
ト

l
リ
ア
停
車
揚
の
近
く
に
あ
る
グ
イ
ク
ト

1
リ
ア
・
ホ

テ
ル
に
居
ら
れ
た
が
、
後
に
は
、

ハ
ム
ス
テ
ツ
ド
の
素
人
家
に



移
っ
て
滞
在
せ
ら
れ
た
。
私
は
度
々
散
歩
や
見
物
に
治
件
を
す

る
機
曾
b
L
得
た
。

先
生
は
.
前
岡
の
外
遊
の
と
き
か
ら
屡
々
行
っ
た
と
い
は
れ

る
ピ
カ
デ
リ

l
の
或
る
酒
場
へ
、
或
る
晩
、
私
と
田
村
徳
治
君

と
を
つ
れ
て
行
っ
て
下
さ
っ
た
。
そ
と
は
、
ド
イ
ツ
の
ピ

l
ル

を
飲
ま
せ
る
所
だ
と
い
っ
て
、
大
費
、
先
生
の
気
に
入
っ
て
居

っ
た
所
で
あ
る
。
先
生
は
、
ミ
ユ
ン
へ
J

の
何
と
か
ピ
ア
を
注

女
し
で
御
馳
走
し
て
下
さ
ワ
た
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
ピ
ア
の
特

色
や
、
さ
て
は
、
そ
れ
か
ら
思
ひ
附
さ
れ
も
μ

の
だ
と
見
史
て
、

先
生
の
若
き
頃
の
留
皐
常
時
の
話
友
ど
を
盛
に
聞
か
し
て
下
さ

っ
た
。た

栖
の
好
き
た
先
生
を
、
私
は
、
。
々
の
一
河
口
}

d

d

]

円
川
町

E
ロ向。

の
と
あ
る
横
町
に

b
る、

-hωωω
】

J
c
g
p
o
巧
gヰ
ョ
と
い
ふ

瓦
斯
燈
を
掲
げ
て
居
る
沼
揚
へ
た
仲
を
し
た
か
っ
た
。
そ
れ
は
.

品
目
印
ミ
と
い
ふ
生
粋
の
ω
円。【
Zω
『
巧
-m
ご
を
樽
か
ら
直
接
に
グ

ラ
ス
に
酌
ん
で
飲
ま
せ
る
特
殊
の
酒
揚
で
、
そ
の
味
が
よ
い
の

で
有
名
な
所
で
る
る
。
酒
揚
と
い
っ
て
も
、
ジ
ャ
ズ
や
ダ
ン
ス

の
る
る
所
で
は
友
く
、
た
ピ
向
車
に
、

ク
ヰ
兄
キ
ー
を
飲
む
だ
け

i阜

憶

文

戸
川

の
揚
所
で
あ
る
。
机
も
左
け
れ
ば
椅
子
も
な
い
。
容
は
皆
.
立

ち
飲
み
で
あ
る
。
而
も
、
そ
の
客
が
、
世
界
の
金
融
を
左
右
す

る
と
い
は
れ
る
の
日
々

の
諸
銀
行
の
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
の
頭
取
か

ら、
A

お
仕
着
せ
版
の
門
4

骨
子
に
至
る
ま
で
、

凡
そ

Q
q
人
種

の
あ
ら
ゆ
る
階
級
を
網
羅
し
た
も
の
で
、
彼
等
は
、
と
の
ロ
ン

ド
ン
に
於
て
最
上
と
い
は
れ
る
ウ
ヰ
ス
キ

l
k
上
機
嫌
に
た
っ

て
何
事
か
を
互
に
語
り
合
っ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
愉
快
で
あ

る
。
ゲ
フ
ス
は
一

b
明
金
と
引
換
に
受
取
っ
て
、
飲
ん
だ
宰
ゲ

一
ブ
，

F
t
、
乱
調
円
(
日
明
治
り
も
上
っ
し
二
一
九
円
別
て
国
軍
ハ

h
z
K
L

i
v
j
E
6
5
u
'
t
J
U
L
v
f
L
V
-
1
-
、T
2

蹄
る
の
で
る
る
。
壁
た
ど
は
板
張
り
て
、
百
年
近
く
も
乙
の
ま

h

で
あ
っ
た
ら
う
か
と
忠
へ
る
古
さ
を
見
せ
て
居
る
。
設
備
が

素
朴
た
上
に
、

治
客
の
空
気
が
甚
だ
平
民
的
友
バ
ア
で
あ
る
が

ら
、
先
生
の
た
気
に
、
き
っ
と
、
は
ま
る
に
相
違
た
い
所
で
あ

る
か
ら
、
是
非
沿
件
を
し
た
い
と
思
っ
て
居
っ
た
の
だ
が
、

事テ

互
の
都
合
が
つ
か
や
に
、
終
に
こ
の
目
的
を
果
さ
・
な
か
っ
た
乙

と
は
、
今
、
思
び
出
し
て
、
殊
に
残
念
で
あ
る
。

四

先
生
も
私
も
、
向
ふ
方
角
は
異
っ
て
居
る
が
、
共
に
ロ
ン
ド

第
三
十
九
巻

九

第
二
一
務

一
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九
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ン
を
去
る
日
の
切
迫
し
た
九
月
の
五
日
、
先
生
の
褒
意
に
よ
っ

て
、
田
村
君
と
私
と
が
訟
件
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
田
園
都
市

と
し
て
有
名
友

F
EヨC
Z
F

の
見
聞
宇
に
行
っ
た
。
断
片
左
が

ら
も
、
私
の
記
憶
に
そ
の
と
き
の
先
生
が
浮
び
出
て
来
る
。

と
の
町
は
、
一
一
一
千
八
百
エ

l
b
の
地
域
に
、

4

ギ
リ
ス
で
初

、JE
E

〉

1
q
u
-
1
:
:

u
k
t
r
t
H
障
者
司
と

l
t

唱し、ノエコ
F
同

〉

、

一」，
r
f
i
E

一一ι
正
式
ι
レ

レ
ツ
チ
ウ
才

ー
ス
土
机
曾
一
肌
の
粧
品
町
の
下
に
訟
引
政
武
せ
ら
れ
六
も
の
で
.

先
生
は
、
何
故
か
、

と
の
問
園
都
市
に
甚
だ
興
味
を
も
っ
て
居

ら
れ
た
。
僅
に
一
日
の
見
墜
で
あ
っ
た
が
、
先
生
か
ら
種
々
珠

備
智
識
を
授
け
ら
れ
て
行
っ
た
の
だ
し
、
向
ふ
で
も
現
地
に
つ

い
て
説
明
を
聞
い
た
か
ら
、
甚
だ
有
盆
で
あ
っ
た
。

土
地
曾
枇
の
人
が
一
人
案
内
に
立
っ
て
央
れ
て
、
二
三
の
了

揚
の
る
る
小
工
業
地
域
や
、
停
車
場
附
近
に
設
け
ら
れ
た
公
設

市
場
や
、
住
宅
の
ま
だ
ま
ば
ら
で
あ
っ
た
住
宅
地
域
を
、
先
生

は
詳
し
く
見
て
廻
ら
れ
た
。
或
る
ま
だ
人
の
住
ん
で
居
泣
い
新

築
平
h

の
住
宅
で
は
、
先
生
は
、
豪
所
の
設
備
や
、
給
水
排
水

の
設
備
、
温
水
タ
ン
ク
な
ど
に
つ
い
て
、
案
内
の
人
に
質
問
な

ど
し
て
居
ら
れ
た
。

第
三
十
九
血
管

第

雪庇

一コ一

O

二
九
四

先
生
は
、
そ
れ
か
ら
四
日
目
の
九
日
に
パ
リ
に
向
っ
て
ロ
ン

ド
ぷ
を
離
れ
ら
れ
た
筈
で
あ
り
、
私
は
そ
の
前
日
の
八
日
に
サ

「
ン
プ
ト
ン
か
ら
、

モ
レ
タ
ニ
ア
貌
で
エ
ウ
ヨ

l
ク
に
向
っ
て

出
張
し
た
。

::li. 

先
生
が
、
立
命
館
大
型
の
単
一
a

長
と
た
ら
れ
て
後
、
問
大
事
に

院
副
引
が
設
M
U
v

ら
れ
る
と
と
h

校
つ
れ
札
口

〉

:

f

、
1
1
-
Yと

ヲペ
h
u
j
c
d
E
H叶
川

叫

tが

と
、
ど
う
い
ふ
話
合
が
あ
っ
た
の
か
、
私
に
商
科
の
部
長
を
や

れ
と
い
ふ
沿
話
が
る
っ
た
。
私
は
、
教
育
事
務
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
全
く
不
案
内
で
あ
り
、
無
経
験
で
あ
る
か
ら
、
淘
に
そ

の
任
に
遁
し
・
な
い
と
思
っ
た
の
で
、
御
僻
返
を
し
た
の
で
あ
る
。

併
し
‘
先
生
は
、
中
川
綿
長
も
切
に
そ
う
い
は
れ
る
か
ら
と
て
、

是
非
、
引
受
け
よ
と
の
建
て
の
治
話
な
の
で
、
遂
に
K
M

引
受
け

を
し
て
、
先
生
の
指
闘
の
下
に
、

そ
れ
を
や
り
始
め
た
の
で
あ

っ
た
。大

阪
高
商
か
ら
、
私
が
、
京
都
大
事
へ
入
撃
す
る
に
つ
い
て

御
室
力
を
し
て
下
さ
っ
た
先
生
は
、
更
に
、
私
を
立
命
館
の
商

撃
部
の
仕
事
に
従
事
す
ぺ
〈
振
向
け
て
下
さ
っ
た
。
国
島
先
生



と
私
と
商
業
態
と
は
、
終
始
相
関
聯
す
る
所
の
何
等
か
の
開
係

が
る
る
や
う
と
思
へ
る
。

穴

ロ
ン
ド
・
J

に
於
て
、
先
生
を
z
u
u
U
3
に
御
案
内
す
る
の
機
曾

る
こ
と
が
出
来
友
く
な
っ
て
仕
舞
っ
た
。
今
は
ピ
|
ル
の
シ

l

一

を
血
へ
し
た
私
は
、
今
は
、
全
く
、

そ
の
鵬
首
咳
に
す
ら
接
す
る
と

と
が
出
来
な
く
な
り
、
商
業
教
育
に
つ
い
て
も
沿
指
闘
を
受
け

れ
た
先
生
が
、
今
も
街
ほ
、
砲
に
談
論
を
し
て
干
さ
る
や
ろ
な

気
が
す
る
。

ー
九
・
七
・
十
五
|


